
１学期学校アンケートのまとめ 長小学校

評定の配点　　A（そう思う）：＋５点　　B（だいたいそう思う）：＋３点　　

                   C（あまりそう思わない）：-３点　　D（そう思わない）：-５点

実数 割合 評定 前年比
Ａ 99 72%
Ｂ 27 20%
Ｃ 8 6%
Ｄ 3 2%

137
Ａ 90 65%
Ｂ 44 32%
Ｃ 1 1%
Ｄ 2 2%

137
Ａ 76 55%
Ｂ 42 31%
Ｃ 15 11%
Ｄ 4 3%

137
Ａ 121 88%
Ｂ 13 10%
Ｃ 2 2%
Ｄ 1 1%

137
Ａ 74 55%
Ｂ 38 29%
Ｃ 14 10%
Ｄ 9 7%

137
Ａ 100 73%
Ｂ 29 21%
Ｃ 6 4%
Ｄ 2 2%

137
Ａ 104 76%
Ｂ 19 14%
Ｃ 9 6%
Ｄ 5 4%

137
Ａ 103 75%
Ｂ 29 21%
Ｃ 4 3%
Ｄ 1 1%

137
Ａ 82 60%
Ｂ 43 30%
Ｃ 10 7%
Ｄ 2 2%

137

評価項目
児童

考察

① 子どもたちは、「学校
が楽しい」と思ってい
る。

3.9 0.1

○児童に関しては、③⑤を除き
A・Bの合計が９０％を超え、評定
が概ね高い結果となった。特に、
②「あいさつ、返事」④「友達と仲
良く」⑧「授業が分かりやすい」に
ついては、A・Bの合計が９５％を
超え、満足できている、がんばっ
ている様子がある。

○③「家庭学習」については課題
に感じている職員が多い。児童
ひとりひとりの実態を担任が把握
した上で、個別に対応したり、児
童や保護者とともに手引きの再
確認をしたりするなど対応を考え
ていきたい。

○⑤「自分には良いところがあ
る」については、C・Dが１７％い
た。C・Dにつけた児童について
は学級や学校で認め合う場を工
夫し設定したり、ていねいに認め
たりすることで自信をつけてさせ
ていきたい。

○全項目について、C・Dをつけ
ている児童がいる。必要に応じて
個別の指導計画を立ててひとり
ひとりを大切にしていくと共に相
談週間を計画し、一人ひとりに向
き合う時間をとっていく。

○⑧「分かりやすい授業」⑨「発
表場面の設定」は、児童の評価
が昨年に比べ向上している。さら
に指導の工夫を重ね、より多くの
児童が「わかった」「できた」「自
信を持って発表できた」という実
感を持てるようにしたい。

② 子どもたちは、気持ち
のよいあいさつや返
事をしようとしている。

4.1 0.3

③ 子どもたちは、家で、
学年の目標の時間だ
け学習ができている。

3.2

⑤ 子どもたちは、「自分
には良いところがあ
る」と思っている。

2.9 0.1

0.2

④ 子どもたちは、友だち
と仲良くしようとしてい
る。

4.6 0.1

⑦ 子どもたちは、がん
ばって嬉しかった経
験があると思う。

3.8 -0.1

⑥ 子どもたちは、学校
やクラスのきまりを守
ろうとしている。

4.1 0.2

⑨ 職員は、授業で子ど
もたちの発表場面を
できるだけ作ってい
る。

3.6 0.5

⑧ 職員は、子どもたちに
分かりやすい授業を
心がけている。

4.3 0.4


